
其
の
六
十
一

福澤諭吉生家の糸車・大分中津

　

日
本
三
大
水
城
で
名
高
い
中
津
城
（
大
分
県
）
は
一
五
八
八
年
（
天

正
十
六
年
）
に
黒
田
孝
高
に
よ
り
築
城
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
そ
の
ス
ケ

ー
ル
の
大
き
さ
と
美
し
さ
を
今
に
伝
え
る
。
福
澤
諭
吉
は
そ
の
中
津
藩

の
下
級
武
士
の
次
男
と
し
て
一
八
三
五
年
（
天
保
五
年
）
に
大
阪
で
生

を
受
け
た
。
一
歳
の
時
、
父
の
百
助
と
死
別
し
、
母
子
六
人
で
中
津
に

帰
郷
し
た
。

　

三
歳
の
幼
少
時
か
ら
長
崎
に
遊
学
す
る
二
十
一
歳
の
青
年
期
ま
で
、

中
津
で
過
ご
す
。
そ
の
旧
宅
と
隣
接
す
る
福
澤
諭
吉
記
念
館
が
中
津

市
の
観
光
名
所
と
し
て
一
般
公
開
さ
れ
て
い
て
、
多
く
の
旅
人
が
見
学

に
訪
れ
て
い
る
。
福
澤
家
の
部
屋
に
残
さ
れ
て
い
る
糸
車
を
な
が
め
て

い
る
と
、
当
時
の
貧
し
い
生
活
を
支
え
た
母
親
の
姿
が
想
像
さ
れ
、
そ

の
生
活
環
境
が
し
の
ば
れ
る
。
庭
に
立
つ
土
蔵
は
諭
吉
が
改
造
し
た
も

の
で
あ
り
、
勉
学
に
励
ん
だ
少
年
時
代
の
人
形
が
置
か
れ
当
時
を
物

語
る
。
後
に
日
本
近
代
化
の
先
駆
者
と
な
り
、
三
十
三
歳
で
“
慶
應
義

塾
”
を
創
設
。
そ
の
後
﹃
学
問
の
す
ゝ
め
﹄
を
著
し
、
「
天
は
人
の
上
に

人
を
造
ら
ず  

人
の
下
に
人
を
造
ら
ず
と
云い

え
り
」
の
名
言
を
残
す
。
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